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　 真冬の寒さをしのぎ、少しでも暖を取
るために、さまざまな製品が身の回りで使
われています。そんな製品の中でも、「ゆ
たんぽ」「電気あんか」「電気毛布」「使い
捨てかいろ」など人の体に直接触れて温め
る製品は、室内でも戸外でも大活躍をして
います。
　しかしながら、使い方によっては、やけ
ど特に「低温やけど」になってしまうこと
があります。低温やけどにならないための
注意点について取り上げます。

■やけどと低温やけど
　やけどは、皮膚が熱などによって損傷を
受けてしまうことです。日本熱傷学会およ
び日本創傷外科学会の分類によると、皮膚
の受ける損傷が、皮膚の部位のどこまで受

けているかでⅠ、Ⅱ、Ⅲの３つに分けられ
ています。特にⅡ度のやけどについては、
損傷の程度から更に２つ分けられていま
す。皮膚の構造と合わせて、下表のような
やけどの分類になります。
　やけどの原因は、温度の高いものが皮膚
に触れるだけではありません。化学薬品な
どによっても皮膚が同じように損傷を受け
しまうことがあり、化学やけどとなります。
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また、体温より少し暖かい温度でも、皮
膚に触れ続けることでやけどが起きるこ
とがあり、低温やけどと呼ばれています。
44 ℃ で は 3 ～ 4 時 間 以 上、46 ℃ で は
30 分 ～ 1 時 間、50 ℃ で は 2 ～ 3 分 で、
低温やけどが発症してしまうと言われてい
ます。皮膚に触れたそのときには暖かく心
地良く感じますが、そのまま触れ続けてい
ると、各個人の皮膚の構造 · 部位、そして
その部位の感覚 · 体調などのさまざまな要
因から、低温やけどとなることがあります。

■低温やけどを防ぐには
　特に乳幼児や高齢者では、寝返りをうつ
ことができないなど、同じ体位のままで動
けないことから、体温より高いものが皮膚
の同じ場所に触れ続けてしまうことになり
がちです。さらに、皮膚の厚みが薄い場合
や、温度を感じる感覚が乳幼児では未発達、
高齢者では加齢によりやや鈍くなること
で、長い時間にわたり、皮膚が高い温度に
さらされることになります。そのために皮
膚の深い部分まで熱が到達してしまうこと
があり、低温やけどが重いやけどとなるこ
とがあります。
　低温やけどを防ぐには、暖まったら定期

的に触れている器具の位置を変える、体の
位置を変えるなどして、同じ部位が触れ続
けないようにしましょう。また、周囲にい
る人も気を付けてあげましょう。低温やけ
どは、見た目よりもやけどの程度が重症で
ある場合もありますので、皮膚の異常な痛
みや違和感など様子がおかしいと思った
ら、医師に相談することも必要です。


